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審査の所見 脳の機能が正常に発達するためには未分化の状態で存在す

る余剰のシナプス結合が整合性を持って刈り込み除去されな

ければならない。本研究は、その刈り込み除去のメカニズムに

ついて、応募者らが独自に開発した「小脳と下オリーブ核の共

培養」という in vitro モデルを駆使することにより解明しよう

とするものである。 
応募者らはシナプス伝達における逆行性シグナルの生理機

能の解明で、世界最先端の研究を継続して行っており、その評

価は極めて高い。 
本研究の実施により世界に誇る独創的成果が期待できるこ

とから、特別推進研究として採択すべき課題であると判断し

た。 
 


